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LEV の効果を検証することで LEV がグリオーマ治療へ与える影響を
検討する。 
対象と方法： T98G，U251，A172のグリオーマ細胞を用いた。［実験 1］各細胞に
VPA（0, 1, 3, 6, 12mM），LEV（0, 0.5, 1.5, 3, 6mM）を投与し 72
時間培養後にMTS assayを行った。[実験 2] 各細胞に VPA（6mM），
LEV（3mM）を投与し 24時間後に TMZ（200μM）を投与して 48
時間培養後MTS assayを行った。［実験 3］各細胞に VPA（6mM），
LEV（3mM）を投与し 72時間後に RNAを抽出し、cDNAを作製し
て real-time PCR法でMGMTの定量評価を行った。［実験 4］T98G
に VPA（6mM），LEV（3mM）を投与、U251と A172に VPA（3mM），
LEV（1.5mM）を投与し、48時間培養後にγ線照射（2, 4, 6, 8 Gy）




に VPA（6mM），LEV（3mM）を投与、U251と A172に VPA（3mM），
LEV（1.5mM）を投与し 48時間培養後にカスパーゼ（3,9）阻害剤
を投与し速やかにγ線照射（8 Gy）して 24時間後に TUNEL染色で
アポトーシスを評価した。 














考   察：  VPAには HDAC阻害作用があり細胞内のクロマチン構造を脆弱化
して薬剤の DNAへの到達を容易にさせることで TMZへの感受性が














結   論：  in vitroで LEVはグリオーマ細胞に対する TMZ感受性・放射線
感受性の増加作用を有することが示された。今後は本研究結果の in 
vivoでの検証や LEVと VPAの併用による治療効果、放射線感受性
増加機序の解明を進めていく必要がある。 
